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令和６年１２月13日（金）19:00～20:00
舞鶴市総合文化会館 大ホール

部活動地域移行

保護者説明会



本日の内容

市長講話
舞鶴市長 鴨田秋津

舞鶴市部活動地域移行あり方検討会 会長 講話
立命館大学 スポーツ健康科学部
学部長 長積仁氏

事務局説明
学校教育課 指導主事 岡田哲也

質疑応答



１．市長講話

本日お伝えしたいこと

なぜ、今この部活動の地域展開の取組が
必要なのか

舞鶴市がこの取組で目指しているもの

今後整理しなければならない課題



本日お伝えしたいこと

中学校の部活動は、令和８年２学期から
平日の活動のみになります。

今後、中学生の休日（土日）の活動は、
地域での取組になります。

➢ 小学生の学校外のクラブ活動や習い事と同じ

将来的には平日の部活動も停止を目指します。



部活動の地域移行・地域展開とは？

学校での休日の部活動をなくし、学校にとらわれない、
地域での様々な活動を充実させる取り組みを進めています

これを「部活動の地域移行」といいます

舞鶴市では、この取組を
今ある部活動を地域に移すこと
だけではなく、今まで選べな
かった活動や、一つの競技や活
動にこだわらず、様々な活動に
触れる機会とするため、柔軟に
地域と連携して取り組んでいく
取組として

「部活動の地域展開」
という言葉で表現していきます



2.なぜ、今この部活動の地域展開の取組が必要なのか

●現在の部活動の状況

１．活動日
【平日】水曜日がノー部活デー
【休日】土日のいずれか１日のみ

２．活動時間
【平日】実質１時間程度
【休日】原則３時間

３．顧問
少子化により教員の配置が減り、複数顧問が配置できなかったり
専門的な指導ができない顧問が配置されることも

⇒保護者の方々が部活動としてイメージする活動とは
だいぶ変わりつつある



2.なぜ、今この部活動の地域展開の取組が必要なのか

少子化に伴い現時点でも
・部活動数が減少
・部活動があっても人数不足で学校単体で試合に出場できない

⇒学校単位で考えるとスポーツ・文化芸術活動を昔のように
取り組める場ではなくなっている



2.なぜ、今この部活動の地域展開の取組が必要なのか

• 現在活動できていても、今後立ち行かなくなる可能性が高まっている
• 子どもたちがやりたいと思う活動を「学校の枠組み」の中で行うのは限界が近い

部活動地域展開の取組は、子どもたちがやりたいと思う活動を
選択できる仕組みを作るためのものです！



3.舞鶴市がこの取組で目指しているもの

子どもたちにとって

• 希望する活動を主体的に選択でき、生涯にわたってスポーツ・文
化芸術活動に親しめること

• 競技力を伸ばしたい、楽しくレクリエーション活動を楽しみたい
など、ニーズに合わせた活動ができること

• この取組をきっかけに、今まで触れる機会のなかった活動に出会
うことや、小学生で頑張ってきた活動を継続できること

• 中学生のみならず、多世代のつながりが広がる活動により、社会
性を育む一助になること

• 学校部活動とクラブチーム双方への所属により、一部の競技で課
題であったオーバーワークの現状を改善し、子どもたちが健全な
生活を送れること



3.舞鶴市がこの取組で目指しているもの

大人たちにとって

• 地域の活動が活発に行われることで、多世代の新たなコ
ミュニティが醸成されること

• 知見を有していながら今まで関わる機会のなかった地域
のスポーツ・文化芸術活動の指導者が活躍できること

• 学校や家庭だけでなく、地域の子どもたちは地域で育み
関係を深めること

単に休日の部活動を地域に移すのではなく…

子どもにとっても大人にとっても魅力ある活動
とすることで、舞鶴の活性化に資する取組に！



4.今後整理しなければならない課題
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●今後詳細を決めていくこと

• 活動場所への移動
（現在は徒歩・自転車・
公共交通のほか、保護者の送迎）

• 地域クラブ活動の
会費負担

舞鶴市は多様な地域クラブ活動が選
択できるよう、地域クラブ立ち上げ
等支援のほか、就学援助家庭へのク
ラブ活動費補助を検討しています

多様な
学校外の
活動



舞鶴市：地域移行保護者向け説明会

長積 仁（立命館大学スポーツ健康科学部）

2024年12月13日 於：舞鶴市総合文化会館大ホール



①単一化・分断化・非連続性の文化芸術・スポーツ振興

生活圏を起点にした活動推進体制の確立

②地域展開・地域クラブ化のパターン

手探りながら進められ始めた地方自治体の取り組み

③地域展開・地域クラブ化の可能性と課題

現状維持や運営上の問題に目を向ける前に…

④改めて考える…学校部活動の地域展開・地域クラブ化

新しい価値の創出に解を求める…



文化芸術・スポーツの多様な活動

活
動
を
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演
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野球 バレー テニス 卓球 書道 吹奏楽

大学：部活動・サークル

職場・地域クラブ

高等学校：部活動

小学校：スポーツ少年団・教室・クラブ

中学校：部活動

家族：親子・兄弟姉妹の活動

生
活
圏
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基
点
に
し
た
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推
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出典：京都府学校部活動及び地域クラブ活動推進指針

■地域課題の解決を図る「地域学校協働本部」を基軸にした組織化

現状の部活動のカタチを維持する・担い手を探す…という発想ではなく…

地域学校協働本部

文化芸術・スポーツの推進を学校・家庭・地域が一体となって考える

小学生・地域住民



■学校間の連携を活かした拠点型方式による「合同部活動」

多様な形態と交流、指導者・活動場所の効率化、セーフティネット…

小学生・地域住民



■活動の多世代化を図る「スポーツ少年団」を活かした組織化

多世代化による活動の継続、少年団改革による地域クラブ化

地域住民



■ニーズに応じた活動場所の再配置を見据えた地域クラブとの連携

地域との連携・協力による多様なニーズに沿った活動機会の提供



■多様な機会を拓く連携・融合による総合型クラブを軸にした組織化

単一化・分断化・非連続性からの脱却を図るクラブライフの創造



■部活動の地域展開・地域クラブ化の可能性

□生徒：活動の選択肢の拡大・専門指導の享受・つながり…

□学校：教科教育への注力・働き方改革・地域との関係強化…

□地域：三位一体の教育・ソーシャルキャピタルの醸成…

■部活動の地域展開・地域クラブ化の課題

□生徒：出費・送迎など、家庭への負担と不平等感への懸念…

□学校：部活動を通じた関係構築の脆弱化・やりがいの低下…

□地域：人材育成・連携と推進体制の強化・地域間格差…

あるべき姿と成し遂げたい成果で仕組みと活動を考える

現状を維持することや運営上の懸念点や問題ばかりに目を向け過ぎずに…



これまでにはない“価値”
を生み出しているか？新しい“価値”人々は… “便益”＋

■現状維持・既存の枠組みにとらわれず、新しい価値の創出に解を求める

週2回文化部・
週2回運動部

週3回の活動で
日本一！

地域が協力し合って
叶える子どもたちの
安心・安全

子どもから大人まで
舞鶴で活動する…

“舞鶴らしさ”を象徴する地域クラブ化

学校・家庭・地域が一体となってワクワクする仕組みづくりを…





３．事務局説明

地域展開のスケジュール

地域展開の具体的な方法

Ｑ＆Ａ方式による説明

質疑応答



舞鶴市の部活動地域展開 令和８年までのロードマップ

R3・R4 R5 R6 R7~R8（1学期） R8（2学期）～

実践研究に
よる試行

実証事業による試行

一部競技・活動の
年間を通じた活動

実証事業による試行
（一定期間休日の
部活動を停止）

休日の地域
クラブ活動
本格実施へ

学校の
休日部
活動を
停止へ

柔道・剣
道・陸上競
技・基礎部
活・ソフト
ボール

柔道・剣道・
陸上競技・基
礎部活・ソフ
トボール・野
球・ソフトテ
ニス・バレー
ボール・バス
ケットボー
ル・バドミン
トン

【柔道・剣道・合
唱】年間通じた活動

を開始

２学期以降、活動ご
とに休日の部活動の
地域移行のための
実証事業を実施

推
進
計
画
策
定

合同会議 地域移行あり方検討会

顧問・指導者
協議

→各競技・活動で
「地域クラブ活
動」について協
議・実証事業に

反映

地域移行あり方検討会

平日の部活動における
実証事業

〇令和７年度入学の生徒
（現小学６年生）が２年生
の２学期（新チームになっ
たとき）に本格実施するた
めの活動の場を整える。
〇本格実施時の各競技団体
やクラブチーム等の情報を
中学校に入学する前（遅く
ても3月）に知らせる。

周知が大切
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学校部活動と地域クラブ活動の関係（イメージ）

現在

月 火 水 木 金 土 日

学校部活動

習い事・クラブチーム



学校部活動と地域クラブ活動の関係（イメージ）

令和８年２学期～

月 火 水 木 金 土 日

学校部活動

地域クラブ活動とは
• 地域が主体となって行われる活動（⇔部活動：学校が主体）
• 地域展開の取組により新たに立ち上げるものもあれば、既存の習い事・
クラブチームが実施する場合もあります

習い事・クラブチーム

地域クラブ活動



学校部活動と地域クラブ活動の関係（イメージ）

月 火 水 木 金 土 日

学校部活動

習い事・クラブチーム

地域クラブ活動

子どもたちの活動の場に！

令和８年２学期～



学校部活動と地域クラブ活動の関係（イメージ）

令和８年２学期～

月 火 水 木 金 土 日

学校部活動

習い事・クラブチーム

地域クラブ活動

子どもたちの活動の場に！

段階的になくしていく



今後の中学生の活動イメージ（例）

月 火 水 木 金 土 日

Aさん
（平日と休日
同じ競技や活
動に参加）

学校部活動

16:00～17:00

学校部活動

16:00～17:00

学校部活動

16:00～17:00

学校部活動

16:00～17:00

地域クラブ

9:00～12:00

Bさん
（平日と違う
競技や活動に
休日は参加）

学校部活動

16:00～17:00

学校部活動

16:00～17:00

学校部活動

16:00～17:00

学校部活動

16:00～17:00
地域クラブ

9:00～12:00

Cさん
（平日のみ学
校部活動に参
加）

学校部活動

16:00～17:00

学校部活動

16:00～17:00

学校部活動

16:00～17:00

学校部活動

16:00～17:00

Dさん
（部活動には参
加せず、学校外
の活動のみに参
加①）

習い事・
クラブ
チーム
夕方～夜

習い事・
クラブ
チーム
夕方～夜

習い事・
クラブ
チーム

Eさん
（部活動には参
加せず、学校外
の活動のみに参
加②）

習い事・
クラブ
チーム

習い事・
クラブ
チーム

フリー

学校部活動
と違う活動

学校部活動
と同じ活動

自分でやりたい
活動を選択！

休日のみ活動

平日の部活動とは全く別の活動を地域クラブ活動で選択



舞鶴市における中学校部活動地域展開のパターン

パターン１：全中学校生徒を対象に合同で練習する

• 協会・連盟等の団体が
全中学生を対象に合同
で練習する

• 合同練習として、いろ
いろな中学校から多数
参加するため、交流も
深めることができる



舞鶴市における中学校部活動地域展開のパターン

パターン２：東西に分かれて合同で練習する

• 東西にそれぞれ
練習拠点の場所
を決め、協会・
連盟等の団体が
指導者となり合
同で練習する

• 合同部活動では
あるが、東西で
分けるため、移
動の課題が緩和
される



舞鶴市における中学校部活動地域展開のパターン

パターン３：複数の地域クラブから選択して参加する

• 舞鶴市と連携している
複数のクラブチームに
参加する

• チームの指導方針や目
標、練習内容や活動日
等を確認した上で、参
加するチームを選ぶこ
とができる



舞鶴市における中学校部活動地域展開のパターン

パターン４：単体の学校部活動を地域クラブ化する

• 現存の学校部活動（学校単位）の練習を地域
の指導者が指導することができる



３．事務局説明

今後の舞鶴市の地域クラブ活動イメージ図



学年別の学校部活動のイメージ

現在の学年 令和６年度 令和７年度
令和８年度

1学期 2学期～

中学２年生

中学１年生

小学６年生

小学５年生

部活動（平日・休日） 引
退

●３年生に進級

●２年生に進級

部活動（平日・休日） 引
退

部活動（平日・休日）

●中学校へ入学

部活動（平日）

●６年生に進級 ●中学校へ入学

部活動（平日・休日） 部活動（平日）

地域クラブ実証事業

★令和７年度に休日の部活動を一定期間停止し、地域クラブ活動の実証事業を実施予定
★部活動への加入は任意。「習い事・クラブチーム」のみ活動することも可能
★一部の競技・活動は令和６年度から年間を通じた地域クラブ活動の実証事業を実施中

地域クラブ実証事業

地域クラブ実証事業

地域クラブ実証事業 部活動に代わる
放課後活動も検討

部活動に代わる
放課後活動も検討

●２年生に進級

●３年生に進級



Ｑ＆Ａ ①

どんな地域クラブ活動があるか分からない

現在舞鶴市で活動している習い事・クラブチーム等の情報を
提供します。

今まで部活動になかった活動なども選択できるよう、
今年度中にクラブチーム等の団体一覧を学校等を通じて
お知らせする予定です。

情報を参考に部活動には入らず、習い事・クラブチーム等の
みに参加することも可能です。



Ｑ＆Ａ ②

平日に学校部活動があるということは、
学校の部活動に入らないといけないのか

部活動は生徒の自主的、自発的な参加により行われるものなので、
加入は任意です。

「部活動と地域クラブ活動両方に参加」
「部活動のみに参加」「地域クラブ活動のみに参加」
「習い事・クラブチームのみに参加」
など、生徒の主体的な判断により各種活動には参加してください。

部活動に所属しないことで、内申書に影響があるということはあり
ません。



Ｑ＆Ａ ③

公式戦等はどう出場するのか

学校部活動と地域クラブ活動両方に所属している場合は、
学校もしくは地域クラブ活動のいずれかから出場できます。
（地域クラブ活動が出場登録をしていることが条件）

学校部活動のみに所属している場合や地域クラブ活動が出
場登録をしていない場合は、学校から出場できます。

地域クラブ活動に所属しなくても、中学校体育連盟の合同
チームや拠点校の制度を利用して、大会に参加することが
できます。

※学校部活動からの大会参加の詳細については、
今後議論を重ねながら進めていきます。



アンケートのお願い

ご参加いただき、ありがとうございました。
ご質問や、本日参加してのご意見等を

お寄せください。
※ご質問は後日ホームページ上で回答します

QR QR


